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日本荻字音に於ける連濁と声調との関係

沼l　本　l克　　明’

I　序・　　　　　　　　　　　　，

日本漢字音に於ける連濁（新渦とも）と呼ばれる事象に関して初めて詳細な

分析を加えられた奥村三雄氏は取扱われた資料一天台宗・真言宗の諦経音資料

一に於いて

．連濁を起す漢字は原則と・してその前の漢字が鼻音親局を持ちものに限られ、

雨も特に、，

の　去声調の漢字が前にある場合に連濁が多く訊められる。

（可　一般に去声調セある漢字が連濁を起す事は少ないこ　し

という傾向のある事を指摘されたが、この中（可の現象に関しては、補忘記の声

明に於ける声調変化ロ即ち一般に語中語尾の去声調の存在が稀であったらしい

事芋を理串に、声調と連濁との関係とV、うよ・り、寧ろ、，それを声調と複合との

関係とみなしたいと・された。’そして結論として『何れにせよ、去声と新濁との

関係として「去声調の後の新潤が非常に多いゐに対し、去声調自体の新濁は非
l

常に少い」という様な現象が認められる畢はーい一応、注目に値するであろう。l

語の複合と声調と連濁と三つの間における相関性につき、尚よく研究すべきで

ある』と述べ、甥の（可の事象にふては結論を保留されたの，である0・

これに対し、．桜井茂治氏は、禰忘記の注記を詳細に分析された結果を、‘奥村

氏の結果と比較され、直前の音節の四声とは特別な関係は認められず、．むしろ

直前の音韻的条件の方が有力な影啓を及しているとされた。更に連濁を起す字

そゐものの由声の場合は、奥村氏の言われる出合の，法如まあくまで後世の変化
I

であヮて、本来的な字音語としては語中語尾における去声調も存在し得たので
l

あるから、禰志記に於いて、去声調の連濁例が少ないのはそのまま相対的に遵
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濁が去声調音節で少ない事を表わしていると解すべきとされ、結果的に、奥村

氏との問に、声調と連濁との関係に関しては全く相対立する結論を導き出され

ている。

次に小林芳畢先生は、．前二氏の取扱われた資料を更に遡って、院政鎌倉時代

？．字章読資料、訓点頃料、翠体漢文資料、片仮名資料を広く取り上げ、その実

態を明里やされた申∴そこに於いても、声調と連鞠との関係について、去声

調の後に乳卑字の連濁例が多く、去声調自体の連淘例は恥、か又は有っても位

かである串卑指摘されてし！る。但し、l，その串象の理由について正言及されてい

ない。（以上享者の詳細はそれぞれの論文を参府されたい。各論の出所は次の

如し。．以下引周の際は論文①、諭文②等で示す。）

①　奥村三雄「軍曹？連甲に？いて」（「国軍図文」・21の苧）　　　l

②　桜井茂治「音瑚資料としての「郊忘記」下」（「国語図雰」42の4）

③，．小林芳規「院疎・鎌倉時代における字音の連濁につし，、て」（「広島大学文学

部紀要」29巻1号）

本稿は、上の様に特に意見の対立を見る連濁と声調との関係に関して、四調

変化の観点を導入して分析を加えてみようとするものである。

筆者は先に呉音に於いては、院政前半期より、去一去、上一去と声調が統い

て読まれる場合、下位に立つ去声が上四に変化して脱まれる姉奴の存在してい

た事、その変化は、漢字音の国防化の範疇で把胞し得る事等の点につし、て諭じ
l

㌔　　　　　　　　　　　　　一
連濁という事象も叉漢字音の国語化という時昭で把拇し得る姉蝕であって、

筆者は、これ等漢字音の国語化という範疇の中でとらえ柑る打佃の醜貌は、個

々独立に変化するのではなく、それ等の間に粒々の密接した膨押関係を与えな

がら起るものではないかと考える。字音の連濁という現象を考えるに降し、一

づの観点として、先に指摘した声調変化と何らかの関係を有するのではないか

と考えてみる串も、その事象の基の姿を把拉する有志扱な見方と考えるのであ

る。　　　　　　　　　　　　－
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†

・2　「連濁符」と「連濁」の概念規定

従来、辿鞠とは「上接字の影野で清音字が初音化する事」として把拇されて
°　°　°　°　°　°　°　．　°　°

来た様であり、・そういう把粒のされ方は、「運河符」が加えられているも‘のは

全て「連判」であるという見方から生じている事は確かである。・従って、．当然

無肌用机の後に来る判別ヒの例も、それは布鞄渦軌の後に来る間酎ヒの伽こ対

する、連苗の典例という把拉のされ方であったのは当然という軸こなる。・然し
°　°　°　°　°

乍ら、今字音の連濁というものを音声学的に見る・と、それは既に説かれている
◎

如く的接丹青に依る鼻音同化なのであって、鼻音祝日以外の字が上接した場合

の岡野化は全く音声環境を興にする事は明．らかである。従って．∴こ．の両者を⊥

括して連濁と呼ぶ事に疑問が生じ、舟音績局以外に下接する字の濁音化には、

又別の原因が考えられるかも知れないのである。　　　　　l
◎

－その原囚の一つと．して、平安錬介時代当時各字の甜・判が音机として不明で

あった字が存在したらしい串が挙げられる。この抑ま九条本疫華経音に依って

推定する事が出来る。

同む複製本21丁穴～22丁裏にかけて次の如き記述がある。

（謝）。。。
m朝鹿田1出証憧

・」　l

糊誉　興野岬「硝
l

載醇も　蛸棉　替刃
Il

′湘礪撫午　昭
00　0
0

礁踪華麗匿哩も　位試　筆牽．匝肥
O Cl
0　　　0

健醍聴訓別事㌧嘩慢
0

性駆出和幸　盛惑
』、

．法華経の字音直読がこの期に非常に盛んであった事は残存資料や古記録に依

，‘って知り得る。本資料がその字音直読の為に資する目的で銅まれた事は種々の

点から理解出来る．。今問題にしようとする上の記述も、まず法華経字音直読の

際の原則として理解出来るであろう。
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．さて先の記事の各項目は、法華経の各字に、

①　本から清んで読む字

②　本は済んでいる字を新たに濁って読む字．

③　本から濁って読む字

④　本は濁っている字を新たに済んで読む字．

⑤　本から淘完ているか、新たに濁ったか不明であるが、潤って読む字

⑥　済んで読むか濁って読むか不明であるが済んで読む字

⑦　清濁どちらでもよい字

の七位の字群が有った事を示している。

①⇔③、②⇔④、⑤←⑥はその内容上対立するものである。これで注目すべ

きは、⑤⑥⑦の項目が特に立てられている点である。

我々は一つの前拉として、各時代の共時態としての字音の清濁は、各字ごと

に明確に定まっていたと考えがちであるが、その様な常識的な前提が必ずしも

事実に合致しない串をこれ等の項目は示している。仮りに、当時この法邪径菅

の銅者が、各字の紺湖を企て明確に規範意識として持っていたならば－甘い換

えれば各字の管制としての滑河が明確であったならば一全ての漢字は①②③④

の各項のどれかに含め得たはずである。つまりこの⑤⑥⑦の頃日は当時法華経

音読の隙各字の甜洞が知識上決定出米ない一群の漢字の存在していた串を示す
0
0

ものと解釈出来るのである。⑤⑥に位位づけされている班例の中「壮詔」「叫

位」の如く同一字が消音にも濁音にも混まれるのは、lこの字がれ可l甘んでいる
0

ものか潤っているものか決定出光ない為の親政と考えられよう。

これに関連して江口すべきは、⑤⑥に位征づけされている例字の企てが机机

の所謂「全苗字」である．という事である。全瀾字は＊邦只骨の切合洞骨となる

と説かれているが、それは大抄としては甘い得ても、各字についてみればかな

りの典例が存するのである。この原卿こほ勿的既に脱かれている如く、・真竹の

基盤となった支那方冒自体にも大きな要田が有ったであろう。又別に、兵事と
㊨

漢音との知識上の混同という事も考えられよ。全判字は鉄骨で洞骨、狭骨で

清音となるという大ざっはな傾向は龍められる所である。その他、描く当時各
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字の仙洞不明である状況を引き起した原因は租々考えられるであろうが、本机

では口的が他に射るので評細は別に的じる串にする。

迎洞とは相川等が上字の形相に依って新たに判別ヒする」串であるから、

各字の71－巨洞が菅田1上定まっている郡が必須の11柑慄件である。しかるに述べ

来った如く、菅頂上の清潤が浮動しているものがあるとすると、理的上、迎潤

であっても本間に、叉逆に本間であっても迎洞にm隠される可能性が存する姉

になるのである。

次に、以上の推論を、連関符号の両から眺める抑こする。

先の九条木法華経音を引用した部分にはTl一点が加えられていた。その押瓜は

下紀の如くであり、．本文と同輩と考えてよいであろう。

◎　東榎博一。

◎　脹班博一」

◎　載班博一1

◎　東塔騙性掛一〇。

◎　櫛酎馴璃錘照一3

◎　矧附則錐麗一〇

椚老は捌日にして、この械なIl†点体系で加点された具体的な賃料を他に知ら

ないが、水流料が天台間係のものとすれば、天台宗系の頂料を広く搾る郡に依

って見出し紺るものと期持するのである。

ところで、一般に迎濁符号として考えられている「3」が本資料では「本は

判るが新たに澄んで胱む字」に加える符号として使用されている串は一応注目

に億しよう。勿論かような梗用方法は、ここに用いられた全ての符号が一つの

体覇として他と緊狼関係を保ちながら併用されているのであって、別の加点者

は叉別の機能を付与している可能性が存する。例えば、真典加点の醍醐寺本法

畢経釈文では「し」は判音匝母字に、「；」「・・」は次清音字に加えられてお

り、漢音の戸母識別（清濁ではなく）を日ざしているものと見なし得る占甫梅
’’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎

窃掃内法伝古点では「L」は「0」と加点者の系統が典るのみで清濁には関与

しない単なる声点として用いられているが如くである。その他・「：」を次活音

字のみに加えた大東急記念文庫本仏母大孔岱明王経なども見られ、同一の符号

が粒々に用いられている。

従うて当然の事ながら「：」が果して当該の資料ではどの様な機能を持つも
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のであるかは前提として明らかにされておく必要があるわけである占，

ニ　さて、】本稿で連濁追究の資料として取り扱おうとするものは次下に示すもの

であるが、lこれ等は全て「：」が連濁を示すものとして用いられていると考え

られるが、ただ中に「．・」の如く戸点を斜捌こ加えたものが見出される。筆者

は始めこれを単純に「・・」の符号の変形として考え移点したのであるが、途中

この符号が、必ず同じ字に何度も加点されている抑こ気づき、この様に斜鋸こ

加点されている事に一つの別の機能が付与されているのではないかと考えたの

である。．

そ甲資料は、大東急記念文桝祓法華経巻第八両北朝肌点で、異例は以下の如

きである。

〔事〕

轡㌍絹害　．渾・錯矧咽
°

轡朝憲G　　　弊轡ほ
°　　　　　°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

毎率晴嘩　　卵

牒轡蠣
〔監〕

轡噂朋朋朋朋朋朋

撃蜂．　　撃弾計
°

申竃　　　野郎

唾粥狙　　撃粥薄

（弾轡ボ′轡画）
〔墨〕

敬謹咄墨巴
°；°°’

（隆盛咄眉㌶）
°；°　°°
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この三字の例は；榊こ市澗字に用いられたものばかりではあるが、江口すべき

は全て全判字である叫、そして抑こ、法却柁事22丁衷以下にある「柾中文字不

秤以下払抄出」として拍げられた「沼的不定字」の乎相の中の漢字と典Ⅲすると

いう事である。この用爛不定字」は先述した「木新聞未決而洞」「甘憫未決

同情」．と対応していると考えられるから、この大盤急本法叩経の加点勤ま、‘こ

の「坊」「陀」「伽」を消洞不定字、即ち「木の値鞘は不明の字」として把粒し

ていたのではないかと推定するのである。「・・」の如き叩瓜を用いたのは、木

頂料の符号としての四点が「・・」を木濁、「：」を新刊と区別した為に、法叩

経書と同じ「；」を併用する都が出来ず、その中間に位征する「ヽ」を梗用し

たと解釈したい。

さすれば、本則†ではその消抑こ関しては、とにかく用用字」「刊音字」

「新苗字」「値鞘不定字」の研重な区別していたと考えられる抑こなる。これ

は、法叩総評の場合に比すれば区別の時時の数は減少しているが、釦蜘こ．これ

だけの区別があったとmめられるljfは佃祝出来ない所である。何となれば、．少

くともI枇杷朝川の法叩繹脱紳こ於いては、木は消乎字であるものが濁って脱ま

れる切合、所椚新調の事故に依る場合のみでなく、そうでない切合にも判って

眈まれるものの〝在した可櫨址が出て来るからである。そしてこの可能性を知

る姉は、既に指摘した「容粗相以外に下接する場合の囲菅化」が果して連関と

いう術語で把え柑るかどうかという間題を引き起す部になるであろう。

例えば、先例の「伽」の場合についてみると、86行目の「伽」には明らかlに

縦二つの札如1加えられており、連囲例という事になる。しかも上按字は「－

a」であるから無印田積に後接した連判という市になる。然しながら72行目の

例に依って、それは或いは訳写にすぎないものである可能性も十分考えられる

事になるのである。

本稿は、これ等の連濁そのものの分析を目的とするものでほない。然しなが

ら、以上従来連濁として一括論じられて来た所の無親局韻の後での濁音化に

は、叉別の原因が追究されねばならないと考えられ、その原因の一つとして、
°　°　°　°　°

当時の音韻としての各字ごとの清濁が不明の一群があった事を推定したのであ
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り、，その様に考えられる以上、以下連濁と声調との関係を論じるに当っては、

対象としては、有親局韻の後の濁音化のみに限定して考察して行くことにした

いと思う。

3．四種相違琉の連濁と声調

書陵部祓四位相迎疏字音点には、論文③で既に御指摘がある如く、次の様な

連濁符の加えられた例がある。（筆者の調査と多少の出入がある。・は朱点、

0は温点）

・°l（．°　　（

賂酎3　日1㊥雲
°°　）　　　　°°）

懸§至至縛宮善書吾妻喜
Ir

融・・弱冠0噂。嘩誌00甘咤
°

（　　　　　　　　°°　　（

弾き．・帥＝l雪嶺・・…糾噌）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　（　　（　　（　　（　　（　′’‘ヽ　（

・輿．聖至5ききききl
°　　　　（　（　（　（　（　（　（　（　（　（　（　（　（　（　（　（　（　（　（′．ヽ（　（　（

輿．聖きききききききききき讐きき讐きき塁昌§§
（

占．．d只
、　　　1I．■
） 毎．至垣．貴明．．垂軸．毒

（

°　　′【ヽ　　　（　　　（

掛・顧（輿．昌轡か・き）．）

これ等の例の中で注目すべきは、従来不間にされて来たl凱開脚Iの辿洞例が

ある串である。これは迎洞と）明調との関係を考える隙にはか週田来ないものと

考えられる。

まず上の用例について、通関した字の声調と、辿濁した字の正的の：i：の）対調

との関係がどうなっているかを数皿的に処Ⅲしてみると次の如くにならてい

る。
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漂

平 上 虫 陀 入 計

平 0 1
（11） 0 0 0 1

（11）

上 0 0 0 0 0 0

去 5 1 0 5 1 12
（28） （1） （6 ） （4 ） （39）

毘 3 1 0 1 0
5

（11） （1 ） （1 ） （13）

計 8 3 ．0 6 1 18
（39） （13） （7 ） （4 ） （63）

（衷中（孟）とあるのは1防11例

ある姉を示す。訂行とは漢字二

字の組合せを位宜呼んだもの

である。）

この裏に依ってみると、．ま

ず上接字の71相即よ、平7tトー1

防11例、上村－なし、去Il†－

12語39例、陀宮邸四一5m13

例、となっており数皿上から

は、従来指摘されて来た迫り、

虫Jll銅の後に政も連濁が起り易く、拐帯脛押、平声、上声の胴で起り難くなる

と訂えそうである。然しながら、間題は、この数血上の他が、そのまま声明の

性格そのものに全て道元田来るかどうかという姉である。以下この点から検肘

を加える。

まず第一に指摘しなければならないのは、従来不問とされた毘打脛Plの例で

ある。先梢（注①引用）で指摘した様に、毘宵掛旬の異体的な声調は上声†と考

えられるから、四粗相迎疏では、突隙には上声Iの後に連濁した例は5諏13例存

在する姉になるのである。

つまり、連判する字に上接する字の声調は本資料では

平田－1防11例、　上田－5富田3例、　去声－12語39例、，

という事になり、平和こ下接する連濁が1訝しか無い市がむしろ注目‘されよ

う。

・次に観点を速濁した字の声調に移してみると次の様になる。，

平戸で連濁した例－8語39例

上戸　　ク　　ー3語13例

去声　　〝　　－なし

毘冨羅声〝　　－6語7例

入声　　〝　　－1語4例
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ことで、毘富羅声は上声の調値を有していたと考えられるから、これを上声

にまとめると、上声で連濁した例止、結局9語20例となり、．平声とほぼ同値を

占める事になる；さてこの結果か．ら注目すべきは、去声・入声で連濁した例が
l

無い乃至は殆んど如．、という事である。この中、入印字に少ないのは」恐らく

全体とし七入声字の出現数そのものが少ない事と閃迎ある串象と考えられ、他

の原因は考えにくい様である。・　　　　　　　　　　　　　l

去声字に見られない抑こ関しては次ゐ様に考えられる。

先榔こ指摘した様に、上一去、去一去と声†調が鋭く切合の下の去声は、呉音

に於いては上抑こ変えて用いられて来た。－これに対し七、平一去、入一去の場

合はそのまま用いられた。この現象を、迎潤の立切から見るならば、連濁は揆

音韻局の後略原則として起る現象として把えた。従って、声†調の組み合せとし

ては、入一去の場合は除かれるから、．．結局去声調で連濁する可能性をすけるの

は、平一去とい．う邦月の組み合せの場合のみに限定されるのである。

本資料で勘：羅封の加えられている連濁字6配i7例は、いずれも上建学は去

声又は毘訂羅鱒（粟は上）男であって、明らかに去Pから変化したものである

事を示す。侭り隼これ等が）朝変化を鑓らずに辿濁したならば、これ等6掴7

例は去p迎洞字の例になるはずのものである。

土の様に1去声Iで辿濁となる可能性は、邦帯の組み合せ上、既に、平一去の

みという限定を装っていると考えられるのであり、＊頂料で劫Il辿洞字が細い
ヽ

のは正にこの為と考えられる。但木調料に、その平一童という組み合せにも迅

濁例が見られない串が恵如lあるかどうかは不明である。そもそも本則斗全体

での迎洞例は全体血に比して非榊こ少なく、或いは迎淘親政のこれが初期の班

態かとも考えられるが、ともかくも」細部に正る追兜に耐え得る現級数ではな

いので、戎った問題は次のn料を拗寅して追究することにする。

以上、本暦料に依って指摘田米るのは次の瓜である。

①　軋点のみから見れば泌湖する字に上接する字の抑制こ上】Hが少なく瓜われ

るが、災際は毘宵成因の調値が上印と考えられる所から、上）けが上接する例も

存在し狩る。
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②　虫）il調で迎潤する例が少ないのは、声調の組み合せ上、平一虫の場合しか

存在し柑ない為に、下接する去揮調音側の絶対的減少が起るからである。

ん　大束急記念文庫本法華経巻八の連濁と声調

この玖村は四孤相迎疏よりかなり下り、大略翻北朝中期の加点にかかると瓜

われる躯日版字音点である。同じく毘宮胚Pが併用されており声†銅変化の突態

をよくうかがう串が出来、又迎湖が「：」で区別されており、四舶口述疏で批

定し串所を更に深く見る事が出釆ると考えられる0

まず迎閏の実例を抜出す。初出の1例のみを取り上げ（．）内にその行数を

示す。＝内は用例数。
°　　　　　　　　′’‘ヽ

贈　掛一（寸）
°°　　　　）

（

瞑　西口
°　　°°　　　　）

；　　（．

ミ：三　田胃
°°　）

（

・出・・密鵠（寸）
）

′’ヽ

・匝・・軸芯（N）
）

（

・礁1糾宗
°　　　　　　°e　）

；　　　　　（

惑　帥苫
°°　）

°　　　　　　　　　　（
°

暗・・掛買
）

′’‾、

噛・・甘ヨ
）

°　　（

馳噂・（N）
．　　　　　（

堰噂

°　　　　（

顧　単一（害）
°°ヽ－ノ

e　　　　（

蛸1街コ（N）
°°　　　　）

°°（

・奇骨等（害）
）

（

噛・・命宗
）

（

紗・・東田
°　　　　　　　　）

°　　　　　（

山．神事忘（N）
°°　）

°°　　　1－・、

咄　軸乱（N）
°　　　　　　　　）　　l

）l
の
（
（Sl）
唱

．．農

（

礁・・融的（宗）
e　　　　　　　　　）

°‘　　　（

‖…駐巳（の）
）

（

・監・・商品
）

（

・巴・・庫＄（寸）
）

°　　　　　（

嘲・・置R（N）
）

°　　　　　（

蝕l　桝忘
°°　）

（

く噌　ま当宗（ヨ）
．　　　　°°　）

‘（

田・・‘軸竺（N）
°　　　　　　　　）

蹄
．
　
株

）
　
　
　
　
　
）

‥
N
　
　
　
ト
l

（

　

　

l

、

（

（
O
N
l
）
（
等
－
）

甘

　

…

群

喋
．
　
柚
．
．

（
∽
巴
）
糊°

．．塑

（

割増
、．　（

璽
（

酎’’害
）

°　　　　　（

脚・・謝q〇
）

（

・特が寓（∽）
l　°°　）

°　　　　　（

lけい・軸芯l（寸）
）

（

蛸　碑墨（の）
°　　　　　°°　）

（

邸　邸巴（∽）
°　　　　　°°　）

（

・R　駐宗
°°　）

°　　　　　　（

味噌
（

・匡翼．
（

噌噂（∽）
′‾、　1

・巴・・暗害，
）　　　一

（

輝聖．車
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（　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　（　　　　　°　　　　（

国潜　　噸…111買（N）呵噂　　章輿．垂（の）

・糾せ享（の）・誌現車（N）輿画’享　録．声音（N）
（、

駐旦．針
（．

興．声芭（吋）
（

輿埠．垂°

°　　　　　　（・

l…鴫
（

位波卜・罵
°　　　　　）

ト壁．§　壕輿．g（N）輿葺．S

柵’kE（N）°

°　　　　　　　）

°　　　（

甘・・胡罵．（N）
）

（

・町鴫
（

・恒噂
揆青田以外に下接する通濁符例

（　　　　　　　°　　　　（

制：轟≦鶉　　　一陣・・密窮（N）
°　　　　°°　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

哩’短音
）

°　　　（

誌・・R買
）

）N（
（
¢
醤
）
　
（
苫
吋
）°

吐
．
草

°

，
謹
　
．
臣

（

佃K・・密等
°　　　　　　　　　）

（
宗
〇

°°掛
．

伽
．

平上入　　（

．芦を

平 9 2 5 ． 2 2 1 9
（2 6 ） （ 5 ） （1 4 ） （ 3 ） （ 2 ） （4 9 ）

上 1

・（ 1 ）
0 0

1
（2 3 ） 0

2
（2 4 ）

去 1 5 5 l
1 0 1 1 0

0
3 0

（盟 ） （1 1 ） （2 5 ） （9 4 ）

毘 7
0 0

1 1 1 1 9
（1 5 ） （2 3 ） （ 1 3 ） （5 1 ）

計 ． 3 2 ・7 5 2 3 ・ 3 7 0
（1 ∝ ）） （1 6 ） （1 4 ） （7 3 ） （1 5 ） （2 1 8 ）

（

・恕欄買
）

（

・ヨ・・甘3
）

°　　　（

粗・・嘲罵
）

，
軸

‘　　（

q．き

（

咄　墨謡
°　　　°°　　　　）

°　　　　　　　　（
°

替掛・弐
）

（赴御上算定しない）

以上の例を先の四紐相通

疏と同じ相に処Ⅲすると左

の様になる。

允に述べた榔こ、・IIH：細

川の班隙の別個は上）llと考

．えられるから、左の裏を班

隙の調他に従って盤Ⅲし正

すと、次の如くにまとめる

事が山来る。
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平 上 入 計

平
9 4 5 2 19
（26） （8 ） （14） （2 ） （49）

上
8 12

0 1 21
（16） （46 ） （13） （75）

去
15
（誠）

15
（36） 0 0 30

（94）

計 32 30 5 3 70
（100 ） （8 9） （14） （15） （218）

これに依ってみると、まず上抜

字の声調は去P調が故も多いが、

上P及び平声丁字にもかなり見出さ

れるのである。但し、毘宵経口を

上戸に摂する酌の表aで見る・と、

上声rの下で連執している例は2紆

24例であって、去声及び平】叫こ比

校すると圧倒的に少ない。これは

一両からは当然の事象と言う串が

出来る。何となれば、揆菅田を有する上声字は、呉音に於いては他の声調に比

校すると相対的に少ないからである。従来から説かれている様に呉膏に於ける
◎

上声対去Pは一音節対二音節に対応するのである；この点については、細部に

亙ってはなお追究を努する問題はあるにしても、大努としてかような傾向を否

定する郡は出来ない。今況菅田を布する字についてみると、県音では迫折の喝

績田を右する字群が「フ」「ク」「ツ」「ル」「ユ」等と一音節表記される以外は

全て二音節表記されるのであり、それ等は上戸ではありにくいのである。つま

り、呉音に於いて拇菅田を有する上声字はそれだけ限定されてしまっているの

である。細って、当然の事ながら1上接字が上声調である連覇の出現の可能性

もそれだけ限定されているわけであって、表aの実情はそれを物語っている。

毘訂羅戸を用いない資料では、声調変化した結果の上戸そのままで差戸され

る事は先稿で指摘した。従ってその様な資料での、連濁字に上接する上戸調の

中には、lかなり多くの声調変化後の上戸例が含まれ七いる事は謹意すべきであ

る。．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

さて、次に表bで見ると、連濁した字の声調は、平声と上声がほぼ30語で同

値を示すが、去声と入声は前二鳥に比較すると、圧倒的に少ない。これは四種

相違疏の場合と同じ様な傾向を示す。

この中、去声字の連濁例についlて見ると、5語14例全て上接字は平戸である

事は注目すべきである。これは四種相違疏ゼ推定した様に、去声連濁字が少な
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い、という事の原因に声調変化が影響しているのである。

つまり表aで見れば解る様に、去声連濁字と毘富羅声連濁字とは、上接の平

声と上・去・毘冨羅各卸こ対して相補う分布を示しているのである。即ち、上

接字が平戸ならば去声連濁字となり（計5富酎4例）、上接字が上戸・去声・毘

富羅声ならば毘富羅戸連濁字（実は上戸連濁字）となるのであ．る。．・

従来去声調に連濁が少ないと言われて来たのは当然と言えるのであって、呉
°　°　°　°　°　°

音に於いてe．よ、．平一去と声調がならぷ場合はあり待ても、上一去、去「去とは

並び得なかったのである。従って去声で連濁を起す戸調印坑はそれだけ減少す

る事になるはずなのである。・

この事は、去声連濁字が少ないという事象の原因が1・桜井氏の説かれる如

く、去声調の調値そのものが運河を引き起しにくい要因を有するものではな

く、奥村氏の見方の正しい串を斑付けるものである。平一一一去と鋭く場合の逓洞

例は5語14例l見出される事は、この様に、声調の組み合せがあり狩る切合に

は、去声調でも通関は起り得るのである。．

入声の連濁例が少ないのは、恐らく入声字そのものの出現数の少ない為であ

ろう。

5　聖衆来迎寺本法華経字音点の連濁と声調
⑳

先の二珪料は、毘宵肛声点カリ恥、られ、迅湖符は「：」’が梗川されていた。

本資料は毘宵羅軋由ま用いられていず、運河は「0・」の如き符号で区別されて

三

平 上 去 入 肝

平 15 4 5 12 36
（加） （5 ） （5 ） （14） （52）

上 10 4 1 1 ・ 3 18
（16） （14） （1 ） （3 ） （飢）

去 ‘ 18 22 1 5 46
（31） （26） （1 ） （5 ） （63）

計 43 30 7 20 1∝I
（75） ．（42） （7 ） ．（22） （14 6）

いる。

木賃料の池的例は倫文③で取り上

げられているので、それに胡る湘こ

する。

例によって迅湖字と上接字の）1朋

との関係を数立上より見ると次の如

くである。

・（迎酌符の誤．氏と考えられるもの
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は除外した）

，まず迎判字の上按字の抑和こついてみると、本賃料でも去声！が多い。先に見

た二n料に共通する所である。この様に上抜字に去丁！朋が多い串は論文①③で

指摘されて来た所であり、的文①で奥村氏は次の如く解釈されている。「舟菅

田を伴う字廿に於いて、そのI！切が上外型である切合は、アクセソト捌如堰

の爪音の部分におかれる為、その外音のソノリティが非榊こ大きくなる一成は

大きくなる様に感ぜられる一笹であり、従って、その様な場合、．後接する字音

が連関を起し易いというのは、極めてあり得る耶なのである。」この様な．見方

は節者も確かに有力なものと考える。但し問題になるのは、やはり同氏も述べ

られている如く、平・上戸の数値の対立が基に去声連濁の佼位を示すものかど

うかという疑問が残る事である。そこで氏はこの挟間に答える為に、逆にどの

Itl調が上接した場合に迎潤していないかを見、その結果、去声Iに比映し平声上

田の場合の方が迎判しない比串が高い姉を示されている。雑著も、この方向か

ら本資料を調査してみたが、やはり平押上四の方が去I叫こ比映し辿苗しない比

率が高いのである。いままで見て来た三艮料に於いて迎靭字に上接する字の声†

調に去声のものが最も多い数血を示すのは、やはり去声調の上接する場合が故

も述濁し易い郡を物折っていると考えたい。

さて次に、迎濁した字の声朋についてみると、平戸と上戸とは大略同じ出現

数を示している。そして平声の連濁字の場合は上接字は大体平等に平上去声が

現われているが、上声の連濁字の場合、上接字に去声のもの．が圧倒的に多いの

が注目される。これは明らかに声調変化の影野である。今この当該例の22語を

掲げてみると次の如きものである。　　　　　　1　　　1

．9　．　．；　　．　　．　　．　　．　　．　　；　　．　　．

帥痘・塵只　骨頂　嘲横　剋癌　祐胡　椒謝　4甘　陳謝　賭胡l暗掛
る　　　8　　　8　　　△　　　8　　　3　　l3．　8　．8　．18．一　～上

…　　‥　　：　°　　°　　°　　°　　．

塵粗　く匹　屯的　曝胡111叫・融和　咄世牒抽「脾首　4納十傑軋
る　　　8　　　6　　　5　　　　8　　　8．　8　　　5　　　8’　　あ　　　る

，既述した如く、兵曹の上声字は大部分一音節である。右の例の中から、連濁

字が一音節のものを拾ってみると「員殊」「天撃」「主事」「堂舎」．「真珠」「衆
l

多」の6例であり、．この例は元から上声であった可能性が強し．、が、その他の二



日本洪字音に於ける連濁と声調との関係（沼本）　　　　一109－

音節の例は、．1上接字が去声である為に、その影響に依らて去声から変化したも

のである可能性が強いのである。従って、結果的には上声連濁字はほぼ平声連

濁字と同じ比率を占めるのではあるが、声調変化に依って上声とならたものの

比率が非常亨こ多いのである。この点は先に考察した2資料とも全く共通する所

であ畠こ

付言すれば、上一上と接統する場合の

ヨ甘　蟄環　礁胡　甜各
．占　．5　°る　°占

の諸例もi連濁している字はいずれもこ薗節字であるから、声調変化した為に

去声から上戸へ移ったものである可能性が強いのである。

さて、以上の如く、連濁字の中に去Pから上）瑚こ移った為のものが多いとな

れば、去声字の連濁例の減少という事象が起るのは当然と冒えよう。去声連濁

字の中、上接字の声調が上声及び去声の例は各一例しかない。しかもそれ等は
9　　　．9

「柊匝」「肺癌」の如く、上声去声両方の戸点が加えられており、去声の方は、
＝　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

他例を勘案するならば明らかに典例に屈するものである。（なお「陪匝」は去叩
°　　°

．9

の場合のみ迅濁し、「脚感」の場合はどちらの場合にも連濁する部を根粒的に
5

示しているものかどうかは群かでない）。この例外となるもの2例を取り去る
9ヽヽ　　　9　　　　9　　　　9

と、結局、去声で連濁している例は、「彗壮」「ポ者」「訳出」「咄胡」の如く、
；　　；　；　　°

全て平如、叩き、抑3変化をまぬがれた例なのである。この様に、四紐相通

疏及び大東急記念文庫本法華経での事象は、本染料に於いても全く同様に起っ

ているのである。

敢後に入日の連濁字についてみるに、木賃料ではかなり多くの例が見出され

る。これは入声字であって：も連濁する可能性は地口の切合と全く同様に有り得

る事を示していると見得る事象であろう。

b　大東急記念文庫本法華経巻八鎌倉初期点の連濁と声調

大栗急記念文昨祓法華経の中、木資料は鎌倉初期Ⅲ写加点の字音瓜で巻七、

巻八の二軸が存する。本稿では巻八のみを対象とする。全巻に朱の）il点が加え
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られているが、そのTl！点は、「；」で迎鞠を示し、尉汀肛声は併用されていな

い。

まず通関の封例を4の切合と開脚こ抜き山すと次の如くである。

°　　　（

隠醇一（胃）
°°　）

°　　　（

蠍醇□（N）
°°　　　　）

（

袷が宗（崎）
．　　　e°　）

路命冨
°　°°　　　）
°

°　　　　　　（

公田詔
°°　）

°　　　　　　（

（

嚇棚の（悶）
°　°°　　　　）

．°　　　　（

昏壊ロ
．　　　　）

°　　　　　　　（

矧田に
°°　）

（

監軸思（の）
e　°°　　　）

（

惑潮害
；　　°．）

（

語甲ヨ（の）・匝現．ヨ
）　　　　　　　°　　　　）

°　　（

髄興．害（ふ）
）

°　　　　（

貼噂
°

恕融
°°

（
▼・■

N
N
）

重苦（N）
（

画’芭
（

照雄
）

（

垂至

董懸

（
Cn
▼・－・1

0つ
）

′‾ヽ

甲噂（の）
（

興．竺
）

°　　　　　　（

°

甲里
（

く蝿．百
°　　　）

（

興絹（N）
°　　　　　　　）

°　　（

麗軋弐（m）
）

（

守男
°　・′ヽ

軸絹
）

°　　　（　　　　　　　　（　　　　　　　　（

脚掛り　　　宵闇3　　　匹西口
°°　　　）　　　　　　　　　　　e　°°　）　　　　　　　　　　°°°　　　）

°　　　（　　　　　　　　（　　　　　　　　（

仙ト巳（的）供せ巴（N）儲駅宗
°°　　　　）

°．（

市史等（ヨ）
°　　　　　　　）

（

叫軸芯（的）
°　　°°　）

（

他建設（崇）
°　　°°　）

°°°　　　）　　　　　　　　　　　°　　°°ヽ－ノ

（　　　　　　　　（

監密浩（寸）酢飯筑（寸）
°　°°　　　）　　　　　　　　　　　°　°°　　　　）

（　　　　　　　　　（

画報笠（N）砂田に（¢）
°　°°　　　）　　　　　　　　　　　°　　°°　）

（　　　　　　　　（

璽曽（の）吼讐
（

車貧（①）興．き°　　）　　　　　　°

（
雷
N
）
欄
…

．．塑

（

車’董

軸垂l烈一重

°　　　　　　（

罷坤竺
）

°　　（

馳叫．害，（㌣）
）

、　（

鞘㌣
（

興．買・
（

弾JJl買（N）
°　　　　　　　）

（　　　　°　　　（　　　　　　　　（

軋き　鞠．竪（の）鱒塁（り）

垂喜（‘N）車貧．・捕’壱‘
°　　　　　）　　・　　　　　　　　°　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　（　・　　　　　　（

輿．聾・響き．・蝉畢（の）
（　　　°　　（　　　　　（

・興．舅．（N）・叫．昌（N）墾㍗（N））　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（

極．詔
）

（

照雄
）
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互吾．廉．．享（N）．嬰喜（N）墾・・喜

叫．享Il幣．葺・諒堅．葺・頓．葺

（

堵叫．葦（の）
°　　　　　）

恍音尾以外に下接した連濁符例

輿癖当確（以上二例算定に入れない）
これ等の例を先と同様に統計的に処理してみると、次の如くになる。

平 上 入 計

平 13 4 7 4 28
（4 2） （7 ） （18 ） （5 ） （72）

上 8 15
0 1 24

（18 ） （52 ） （14 ） （84）

去 14 12
0
1 27

（弱 ） （以 ） （1 ） （81）

計
3 5 3 1 7 6 7 9
（116） （83 ） （18 ） （却 ） （2 37 ）

まず連濁字の上接字に注目して本

資料の特故と見られるのは、平・上

・去各曲こ殆んど益が見られないと

いう点である。恰も上按字の声調は

連濁の要因とはならないかの印象を

受けるが、既に見て来た様に、これ

は、大勢とは傾向を典にする事故な

のであって、やはり本鷺料独白の小

魚として把粒すべきであろうが、そ

の原因は許かにしない。

次に通濁した字の四調についてみる。平）Hの場合は上接字が平・上・去各村

ほぼ平等に分布しているが、上Jll・去）llの二四調の切合は）lW変化の影樽が歴

然としている。即ち上声通瑚字の上接字に上声・虫印のものが多く、去）ll迎湖

字の上接字に上）il・去四のものが一例も見られないのであって、これは、憶々

指摘して来た如く、上一去→上一上、去一去→去一上の叩銅変化を鑓った姉を

示していると考えられる。この憤向は、先に見て来た招頂料と共通する所であ

り、それ等と同方向で論じ得る鷺料の一であると考えられる。

7　窃陵部蔵大方広仏華厳経寿永点の連濁と声調

ここで、字音正統質料以外？、所用訓点眉料を取り上げ訓読された文中にあ

る漢語の場合についてその異相を分析してみたい。
Q）
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木大方広仏叩戯杜の通的例についても的文③で論じられている。その結的と

して「迎洞の例が多いが、酌按字は舟音のみであり、しかも去声銅が多く、平

戸朋がこれに次く・。迎洞した字音の押抑よ、平声切が多．く、去声銅は「抑鎚」l・

の一鍋である」と述べられた。

さて、饉君も小林先生の御揮忠により御移瓜本を拝借調査した。迎閥と瓜わ

れるものは次の隋例である。

（

胡媚
＿J　　）

°　　　　　（

恕哺
°　）

軸貧
°　　　）

頑針頑巨頑巨頑日商■哺

軸巨　咽　融　噂　輿喝　鵬
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°　（

°　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　°　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°　　）

（上例の中、71†点のない「心」「三」「草」の声朋は、本質料の他所での例及

び他の兵事頂和こ照して、それぞれ．「去」「去」「平」と考えられる）

字音紅組貧相こ比すれば迎関の絶対皿は少ないが、当時の只事読漢語の連判

の突放を知る批瓜なn料である。整理してみると次の様になる。

平 上 入

平
2 1 ・1 2 6
（2 ） （1 ） （1 ） （2 ） （6 ）

上 0 0 0 0 0

去 3
（3 ）

6
（7 ） 0

0 ． 9（10 ）

計 5 ． 7 ．．1 2 16
（5 ） （8 ） （1 ） （2 ） （17 ）

ここで注目されるのは、上接字に

上田の例が一例も見られない事であ

る。これは単に連濁の絶対丑が少な

い為の偶然とは考えられない。なん

とならば漢語の場合には、連濁する

字の上接字に上戸が来る可能性が非

常に限られているからである。この

事情を図示すれば次の如くになる。

漢語－㊤＋㊤（二字漢語が多い）

字音直読－⑦＋㊤＋④

今④を連濁する字、㊤を上接する上声の声調を有する字、⑦を更にその上に

接する字、とすると、㊤は当然鼻音親局を有する字となるわけであるが、既述
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し串様に・1．上声で鼻音親局を有す．る字は卵生として通摂字の僅かしか呉青一子は

存在しない．のである。従って、漢語の場合には、その僅かの字カ．ミ釆串場合のみ

当該の例となっ七現われて来るにすぎない。‘，ところが字音直読資料の場合に

は、⑦に上声又は去声が来る場合には下接す尋（即ち㊤の位置にある）、去声が

上声に変化し、当該例となるケースがあり得るのである。

かよう．なわけでi・．漢語の場合には、更に本員埠以外に範囲を広げても、上接

字が上邦こなる場合は非常に少ない、と考えられるのである。

又、上声字で連濁する例が多いのは、ここでも声調翠化が影野し、本来畢戸

であったものが上声へ移り連判例となった為である。その証妙手、当該の例七

例の中、六例まで上接字は去声調であり、逆に、上抜字が平声と思われる「称
°
°

串」．は去声のままで連判しているのである。l

従って、，本鷺料の如く、訓読文の中に漢田が読み込まれる様な場合の連濁も

亦、字音直読思料の場合と同じく、声調変化との関連を．如真に見せるのであ

る。

，筆者の今まで調査した範囲についてのみ言えば、院政以後甲良音読即手の現

合には、殆んど例外なく四調変化を起していたと凪われる。従って、通関と叩

調との関係については、以上述べて来た所が大体に於いて只事説錮斗全般に当

てはまるのではないかと考えられる。的文③に於いて指摘されている、その他

の漢語としての連濁例についても、．通合さ，せる事が出来るのであるが一々につ

いての例証はここでは御各する。

寧車　輪

以上、従来問題とされて来た通洞と声調との関係について、班者の立切から

追究して来た所を要約すれば、次の如くになる。，　　　　　　　　　－

ィ、連濁する字に上接する字の四調は各文献を通じて、出川調の比串が政も多

い。これはそのまま、去声調という上井調の調値に於いて、下接する細り子

音を有印化させるカが政も強かった串を反映すると考えられる。

ロ、連濁する字の担調は逆に去711調である比串が一番少ない。これは、）は調変
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化を鑓り、酔い防砂こ立つ（或は下位に立つ）由l朋が上声†に変化して、虫

Il朝市節が絶対的に減少した為の見かけ上の現象にすぎず、迎関する字の声l

銅は、迎間するかしないかの要因とはならないと考えられる。

へ従って、迎間という頼政は、上嘘字が舟膏積用を有する去声調の字である

場合に故も起り易い。　　　　l

さて、この結節は、従来奥村脱と桜井視と対立していた．由こついては、奥村

説を夷付けた事になる。この様に、桜井説と相対立する結論に達したのは結

局、桜井氏が、．声調変化勧酎ヒ朝以後の発生でありそれ以前には存在しなかっ

たとされた為こ及び氏が取扱われた基本暦料が上　郡忘記の注記という一般組師
ヽ　ヽ

事と性格を興にするものであった事に依ると考えられる。、祁志記そのものは

根来寺の名目班であり、その注記は根来寺、北臥甫臥岡山、寺門、・山門等
°　°　．

各派の名目が相克に興るもめに加えられたものであって、それ自身性格が雑多

なものを包み込んでいるのである；従って、・その様な注記に依って印き出され

た桔諭は、そのままそれが只事全般に当てはまるとは考えにくいのである。

以上要するに、迎間と）打開との関係は、これを複合現象として把拉する必要

がある串を指摘したいのである。．皿的現象がそのまま異的現象に対応するとは

限らないのであふて、背後に存在する実質的な現象を正しく把拉する必要があ

るのである。・l

臥最後に付け加えておくべき事は、、現象の発生としての連濁と声調変化と

の先後の関係である。この点については更に広く資料をさがして迫究に侠たね

ばならない所である。ただ、その問題は、歴史的な現象としては追究されるべ
1

き意義は存するのであるが、両者の積極的な影野関係という点からは、先後は

特に意味を持たないと考えられる。つまり、．．以上追究した所から解る様に∴連

濁すれば声調変化しない、或は、．声調変化すれば連濁しない、という様な現象

は全く見出されないからである。声調変化はi連濁を引き起す1或は、引き起

さない要因としては働いていないのである。．（46．8．20）
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〔注〕

鵠票慧警醒票芸鑑空撮文」2・9ゐid）．．－1，，，，吉日

◎　尤も、入声親局の中、舌内入声勧届の場合には、古く「ソ」と、舌内抽音と同じ符号

で表記されたものが歴々見出され、・実質的には鼻音親局と同じ音価を持つ場合があった

とも考えられる。この様な特殊な場合は勿論事情は別である。

④　岡本融「日本漢軍曹に於ける坑子音の清閃一観銃滑の字にして日本宇部湖となるもの
に胱て－」（「国語国文」37の12－38の1）

⑤　曽田金彦「法華経釈文につし’、て」（「国語回文」21の2）

、捌調和夫l「醍醐寺三宝院蔵『法華経釈文』の字音について」（「雛別田訓点語学会発剋）

小松英雄「醍醐寺三宝院蔵『妙法蓮華托訳文坤には．どこされた押点」（「日本声調史論

考」所収），

由一奥村三雄「甘節とアクlソ⊥県書棚の国語化－」（「叩国文」22の11）
黒沢弘光「日本漢字音の声調体系に羞ける上声」（昭和45年利明国語学会）

⑦　築即行．・小林芳鋭両先生の御移点本を揮僻して銅盤した。

⑧．小林ガ規先生の御移点本を拝借して調査した。

l

．〔後記〕木精作成につき小林芳鋭先生の御助首を恭うした。亦資料調査につき山陵部・

l・大火急記念文相各当局の御助力を得た。合わせ記して深甚の捌恵を鼓す次的で

．ある。

（回鍋学国文学助手）



C5)

We may say that this influence' formed the basis' of Bizan's mind and

built up one of his literary positions. ' '

Dissatisfied•Ewith the literature of Kenyusha school, Bizan groped

for his ideal world of literature and'camo to find one of his conclusions

under Ichiyo's influence. Therefore, Bizan's literature essentially tends

to take up seriously the problem of literature and human existence.

On the Relation between Rendaku (JCT) and

Accent in Sino-Japanese

Katsuaki NUMOTO

Thoro is no authentic explanation about tho rotation botwoon Rend-

aku, a phenomenon in which tho initial voicoloss sound of tho second m-

cmber in Sino-Japanoso compounds tends to turn voiced, and tho accent.

Tho conclusion drawn from my study is as follows:

1) Rendaku occurred most frequently when a doparting tono (&JU) was

preceded by it.

2) Rendaku occurred most slightly when tho accent of Rendakuji (iltj2)
I

££) was a doparting tono. This was becauso tho accent of tho

second mombor of tho compound changed from a doparting tono

into a rising tono (_h}U).




